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髙市教育長   ただいまより第９１８回益田市教育委員会定例会を開催いたしま

す。   

それでは、議事に入らせていただきます。 

 

 

第１ 会議録の承認 

髙市教育長   会議録の承認につきましては、先ほどご承認いただきました。 

 

 

第２ 教育長報告 

髙市教育長   次に進みまして、第２の教育長報告でございます。前回の教育委

員会からの活動状況です。 

        まず、８月３１日でございます。こちら、匹見小・中学校一日訪

問をしてきたところです。 

 続きまして、９月４日に益田中学校を訪問したところでございま

す。 

 ９月６日から１０日の間ですけれども、東京に出張してまいりま

した。１つは教育委員会から文部科学省のほうに行政調査員と研修

生ということで職員を文部科学省のほうに派遣をして、そこで研修

をしてもらうということになっております。ですので、その職員の

状況を見に行くために東京に行ってまいりました。 

 また、そのついでといたしまして、足立区の教育委員会のほうを

訪問させていただきました。こちら、訪問の理由といたしましては、

足立区では足立はばたき塾ということで、公営の塾を実施されてい

るところでございます。そういったところ、我が市の教育行政にも

参考になる部分が多いので見学をしてきたところでございます。こ

ちらにつきましては、中学校の３年生を対象としてやっているとい

うことで、実際の運営に関しましては塾を運営している業者に委託

し、いわゆる塾講師のような方が授業をする形で行われているとこ

ろでございました。非常に多くの子供たちが熱心に授業を受けてい

るということで、基本は土曜日ですけれども、英語と数学を基本と

してやっているということでした。実はそれぞれ各教科１００分ず

つやるということで、なかなか中学校の３年生で１００分間の授業

を休みなくぶっ通しで授業を二コマやるというのはなかなか大変な

ところだろうと思うところですけど、中学校３年生がしっかり出て

きて学習をしているという状況を拝見させていただきました。そう

いったところも踏まえまして、今後我々教育行政で参考にできると

ころを参考にさせていただきつつ、教育行政の充実を図ってまいり
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たいと考えております。 

 続きまして、１１日でございます。こちら、テラテクノロジー株

式会社様から寄附金等を頂いております。それに対しまして市とし

て感謝状を贈呈したというところでございます。こちら、ご寄附を

頂いているのですけど、一部教育に使ってほしいという部分でも寄

附を頂いております。我が市においては小規模の小学校が多いので

小規模校同士の交流活動に係る経費というところに頂いた寄附金を

使わせていただいているというところでございます。 

 続きまして、その後ですけれども、消費税に関するクリアファイ

ルの贈呈ということで、益田間税会様からクリアファイルを頂いた

ところでございます。こちらはちょうど今年１０月からですけれど

もインボイス制度等が始まってくるということで、消費税に関する

関心も社会的に高まってきているところでございます。そういった

中で中学生を対象にクリアファイル、消費税っていうのはどういう

ものかっていうことをプリントされているクリアファイルを頂きま

した。 

 続きまして、１２日、１３日でございます。益田市議会の臨時会

がございました。こちらは先ほど市議会議員の改選がございました

ので、それに関することということで議会が開催されたところでご

ざいます。 

 続きまして、１５日でございます。こちらは昨年の１２月にお亡

くなりになられました田原正居様に対しまして益田市名誉市民の称

号を贈呈するということで会が開催されたところでございます。田

原様につきましては、益田市の議会の議員、また県議会議員で議長

もされているというところから、今回名誉市民の称号を贈呈するに

至ったというところでございます。 

 続きまして、２０日でございます。益田市の定例議会、９月の定

例議会が開催をされているところでございます。 

 私からは報告としては以上でございまして、続きまして、この間

ご寄附、ご寄贈いただいたことのご紹介をさせていただきます。 

 先ほどもご紹介させていただきましたけれども、益田間税会様か

らクリアファイルを、また梅寿会様から小中学校施設整備基金に対

しましてご寄附を頂きました。また、先ほどご紹介をいたしました

が、テラテクノロジー株式会社様から小規模合同学習実施事業に対

しましてご寄附を頂きました。この場でご紹介をさせていただきま

して、今回のご厚意に対しまして厚く御礼を申し上げる次第でござ

います。 

        私からの報告は以上でございます。 
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それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝  

 

 

第３ 議題 

○報第２３号 令和５年度（令和４年度事業分）益田市教育委員会点検評価報告書

について 

髙市教育長   本日は、２件の報告案件がございます。 

        まず初めに報第２３号令和５年度（令和４年度事業分）益田市教

育委員会点検評価報告書についてから進めさせていただければと思

います。 

        それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

志田原課長   益田市教育委員会点検評価報告書につきましては、５月と６月の

定例教育委員会の中で教育委員の皆さんにご確認いただいたところ

でございます。今年度につきましては、この報告書の２ページにな

りますが、２ページの下のところに開催状況ということで７月２５

日と８月１８日の２回開催いたしました。この外部評価委員におい

ても、いろいろとご意見をいただいたというところです。 

        この４名の外部委員さんからいただいた評価と意見につきまして

は、１５ページから記載しております。特に今回の委員会で意見が

あったところにつきましては、やはり教員の超過勤務時間が増えて

いる状況から、学校の働き方改革への早急な着手と教職員のメンタ

ルヘルスの開拓等、そういった意見をいただいたというところです。

また、学力向上とメディア等の接触時間の短縮に向けた取組につき

ましては、当市の重要課題としましてしっかり取組を進めていただ

きたいと指摘を受けました。委員さんのほうに事前にお配りしてい

る中で確認していただいておりますので、内容については割愛させ

ていただきたいと思っております。 

        資料として、資料１、資料２、資料３というところでつけており

ますが、資料３につきましては益田市の教育の概要というところで、

益田市の基本的な教育のデータや教育状況というものを載せており

ます。ほかの内容等をご確認いただければと思います。 

        説明は以上になります。 

髙市教育長   ありがとうございます。 

        では、本件につきましてご質問、ご意見等ございましたらお願い

をいたします。 

大庭委員    ２点ほどお願いしたいなと思います。 

        １点は、来年度の令和５年度の益田市教育委員会事務事業別点
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検・評価シートというので資料が今あろうかと思いますけども、今

年度で達成する評価と進捗率評価が終わりますよね。それで新たな

評価をやるわけですけども、その前に新しい令和５年度の評価シー

トにあります評価対象事業目標に対する評価点及び自己評価の出し

方、これについて整理をする必要があると思います。評価の仕方は

変わりますので、どういう基準でこの評価にしたのかというような

説明して、今の進捗率や達成率が分かるようなのがありましたが、

ああいう形のシートが必要じゃないかなという意見が１点あります。

これをぜひ次年度は添付する必要があると思いますので、よろしく

お願いします。 

 それから２点目ですけども、２点目は資料１の基本データのとこ

になると思うのですけども、これの１２ページ、１３ページ、ここ

に令和５年度当初の益田市一般会計予算額（教育費）というのがあ

りまして、数字が違っている部分があるように思いますので、確認

してください。 

 それは、まず１２ページ、この表の中の下から３番目の枠ですけ

ども、雑入という項目があろうかと思いますけども、あそこの令和

５年度は金額が１，３９３万５，０００円ということですけども、

令和４年度は３，３９６万３，０００円になっています。要するに

令和４年度よりも令和５年度は減っているわけですから、△のマー

クをつけて、どれぐらい減っているかといいますと、２，００２万

８，０００円じゃないかと思います。かなり額が違いますので、そ

れをぜひ訂正をしていただけたらなと思います。 

 それからもう一点、１３ページ、これは一番下の一般会計歳出総

額というところがありますけれども、その下が一般会計総額に占め

る教育費の割合とありますけども、その上の枠です。一般会計歳出

総額、ここが令和５年度はこれが２６３億９，５００万です。令和

４年度は２６６億３，１００万です。そうすると、令和５年度は額

が減っているわけです。ですから、これはやっぱり△マークをつけ

て、どのぐらい減っているかといいますと、２億３，６００万円減

っていますので、数字をぜひ直していただきたいなと思います。 

 以上です。 

志田原課長   ご指摘ありがとうございます。まず、第１点目の令和５年度の点

検評価シートにおいて評価の方法等っていうところでございます。

こちらは来年度のところでしっかり明記して、それに沿って点検評

価をしていきたいと思っております。 

        ２点目の資料のほうで、１２ページ、１３ページのところの△の

比較のところで大変申し訳ございません。誤りでございます。速や
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かに訂正をさせていただきたいと思います。ご指摘ありがとうござ

いました。 

齋藤委員    本文の点検評価の概要の３ページです。ここは重点項目１の学力

の育成を支えるための云々とある⑤番目のところですが、高専は明

記されないのでしょうか。島根大学は書かれていますが、松江高専

は書かれていません。 

 それから、２点目は、これは来年度に向けてということで申し上

げたいのですが、項目と中身が合致していないところが気になりま

す。例えばページ１２の３のふるさと教育の推進とありますが、載

っているのは学校給食だけです。学校給食ももちろんふるさと教育

の一環にはなると思いますが、益田市教育委員会では「ふるさと教

育」はこれしかやってないのかと感じます。 

 それから、同じページの４番のところです。これもそうですが、

キャリア教育・起業家教育による人材の育成となっていますけど、

起業家教育に関することは全く何も入っていません。来年度に向か

ってもう一回検討いただいたらいいかなと思います。 

 以上です。 

志田原課長   最初、３ページのところの⑤番のところに松江高専が入ってない

がどうかというところでございます。こちらについては一応この内

容の中で島根大学、市内４高校等の中で含まれるっていうような意

味合いで解釈しておりまして、実際としては令和３年度のときに令

和４年度の事業を決めており、このとき新年度の予算で松江高専と

具体的な計画になっていないというところもありましたので、実際

の取組の中ではこういった取組というところで明記しています。 

齋藤委員    令和４年度には、松江高専は入ってなかったのですか。 

志田原課長   令和４年度は入っています。 

令和３年度の評価点検のときに令和４年度のこの内容を出します

のでこういった形になっています。 

齋藤委員    令和４年度の事業報告だから、協力したのに島根大学だけ入って

いて、松江高専からすると、なぜ入れてくれないのかと思うと思い

ます。やっぱり入れていたほうがいいと思います。 

志田原課長   そこはまた担当課のほうで、議論いたします。 

齋藤委員    せっかく協力いただいているので配慮が必要かと思います。 

志田原課長   その次の、３番と４番というところで、これについては以前から

そういった内容の質問でございますので、令和５年度から総合振興

計画にのっとった目標ということで、その辺を考慮して検討してい

きたいと考えております。 

髙市教育長   ありがとうございます。 
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それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝ 

 

 

○報第２４号 「令和５年度全国学力・学習状況調査の結果」について 

髙市教育長    続きまして報第２４号 「令和５年度全国学力・学習状況調査

の結果」についてです。 

        それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

杉原参事    それでは、令和５年度学力調査結果について概要を説明させてい

ただきます。 

 １ページをご覧ください。 

 今年度は４月１８日の火曜日、小学校６年生、中学校３年生を対

象に全国学力・学習状況調査を行いました。小学校６年生について

は国語と算数と質問紙、それから中学校３年生は国語、数学、英語

と質問紙ということになっています。 

 今年度から中学校３年生の話すことに関する問題については、タ

ブレット端末を活用した取組になっておりまして、記述等ではござ

いません。それに併せて公表についてというところで、話すことが

新しくそういった取組になるというので、今回に関しては、公表は

行わないということになっておりますので、今回の概要には載せて

おりません。 

 それでは、２ページをご覧ください。 

 ２ページの一番初めが小学校６年生、中学校３年生全体の結果の

概要になっております。小学校６年生国語、算数、中学校３年生国

語、数学、英語、全ての教科において県及び全国平均よりも下回っ

ている結果となっております。 

 各教科の状況ですが、同じページ、２ページの下部分が小学校６

年生の国語になっています。教科の総合、それから内容面を見まし

ても、県、全国から下回っている結果となっております。どういっ

たもので全国と差があるかといいますと、やはり例年ありますがさ

まざまな資料の中から自分の考えを条件に合わせて書く、例えば何

文字以上何文字以内、それから問題点の解決方法について資料から

抜き出して書く、そういった条件をつけて自分の考えを述べるとい

うところは少し苦手にしているという結果が出ております。 

 それから、例えば運動の効果、それから種類みたいなところが書

かれている資料の中で、その資料１と２にどういった内容が書かれ

ていますかという質問、あるいは効果や種類、回数や場所、場所や

種類といったことの選択肢で間違った解答が少し多くなっていると
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ころが見られます。 

 続きまして、小学校６年生の算数です。３ページをご覧ください。 

 これも領域、それから教科総合全てにおいて県、全国を下回って

いる結果となっております。顕著な課題としましては、以前丸山知

事も申しましたが、椅子４脚の重さを量ると７キログラム、この椅

子４８脚の重さは何キログラムですかという比例を求める、もしく

は単位量当たり、１脚当たりの重さを求めてから全体を求めるとい

うような解答の仕方になりますが、これを式や言葉を使って書きま

しょうと、こういったところが、これは全国も県もかなり低い得点

でありましたが、それをやや下回る結果というところでした。 

 それから、全体的に先ほどの国語と同じように自分の考えを式と

か言葉で述べるというところに少し弱みがございます。特に１２０

センチメートルの幅のファイルの棚に１．４センチ、１．６センチ、

２センチのファイルを学級の人数２３人分、１２０センチメートル

の中に収まるかどうかといったところをどのように式として書くの

かというところに少し苦手の意識がありました。 

 それから、例年ありますが割合についてのところも少し課題にな

っています。今回は週に１回以上運動している人の割合が約３０％、

この３０％になるものを下のアからオの中から２つ選んで答えまし

ょうというところですが、３０％、３割になる記述を中から選べら

れるか、それから表の中に複数の情報が入っているものから正しく

情報を抜き出せというところに少し苦手さが見られました。 

 続きまして、中学校３年生の国語です。４ページをご覧ください。 

 中学校３年生国語も教科総合、内容それぞれにおいて県、全国平

均をちょっと下回っている結果になっております。苦手にしている

ところは、小学校と同じような傾向で、やはり自分の考えをある条

件に合わせて述べるというところは苦手にしていると思います。そ

れから、先ほども小学校でありましたが、その書かれている文章を

要約する、簡単な言葉で表す、先ほど小学校でも同じようなものが

ございましたが、そういったところはやはり苦手にしているという

ことになっております。 

 続きまして、５ページをご覧ください。 

 今度は中学校３年生数学になっています。これも教科総合、それ

から領域について、全国、県それぞれ下回っている状況になってい

ます。特に苦手になっているところは、数字が幾つかあってその中

から自然数を全て選びなさいというところで、マイナス５だったり

小数があったりというところから自然数だけを選ぶという問題です

けれども、ゼロを自然数の中に入れているという解答が多くて、こ
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こができていないというところが上げられます。 

 それから、これも小学校と同じですけども、自分の考えを式と言

葉で表して書くというところはやはり苦手にしていると思われます。 

 それから、図形の証明のところも少し課題が見られた分野です。 

 続きまして、中学校３年生英語でございます。６ページをご覧く

ださい。 

 これも教科総合、領域共に県、全国を下回っているという結果に

なっております。先ほどありました話すことについてはここでは公

表しないということになっているので、標記しておりません。 

その中で苦手にしているところというところでは、リスニングの

問題で買物の学習で絵を選択する問題ですが、どういう商品を買っ

たかっていう英文が流れて、最後にビッグワンっていう言葉を述べ

て終わる問題でした。どういった絵があるかといいますと、星が１

個大きく描かれているものと、星が小さく描かれているものと、か

ばんの小さいものと大きいものがあって、実際このビッグワンって

いうのは大きいバッグっていう意味のビッグワンでしたが、これを

１つの大きな星と捉えて、そちらを選択している児童がとても多か

ったです。 

 それから、同じリスニングの問題で、よく電話の案内があって、

何とかの人は１を、何とかの人は２を押してくださいという選択で、

自分が傘を忘れたことに気づいて、その場合どの番号を押すかとい

うところでも誤って答えるというところがございました。 

 それから、全体的に記述を非常に苦手にしていることと、あと、

例えば会話の中に出てきた単語を未来形や疑問形にするという設問

に対して、正しく書き換えられないところが見られました。 

 教科については以上で、７ページ以降は質問紙の結果についての

ものです。 

 学校に行くのを楽しいと思いますか、それから自分にはよいとこ

ろがありますか、それから話合い活動で自分の考えを深めたり広げ

たりできていますかといったところは例年とほぼ変わりない数字が

出ており、８割程度の結果になっております。 

 ８ページは、国語の授業の内容はよく分かる、算数・数学の授業

の内容はよく分かる、英語の授業の内容はよく分かるというところ

の肯定的評価の割合ですが、これが全国、県に比べてやや下がって

います。この授業がよく分かるということと、それぞれの教科の平

均正答率の相関関係が出ております。やはり授業がよく分かるとい

うことは平均正答率にも表れているというところが見られます。 

 最後の９ページをご覧ください。 
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 一番上は、ＩＣＴの活用の充実ということで、週１回以上タブレ

ット端末を使っていますかという問いです。中学校に関しては、昨

年度より３０ポイント以上伸びて充実しているということでござい

ますが、小学校は昨年度とあまり変わらない数字になっています。

質問紙のデータを細かく見ると、同じクラスの中でも毎日使ってい

る、毎時間使っていると回答している子もいれば、週に１回と答え

ている子もいたり、全く使っていない子もいたり、児童の捉えとい

うところがまちまちであるというところもあると思われます。学校

調査紙で職員に対して行ったアンケートに対しては、週１回以上タ

ブレットを使用していますかという問いに８０％以上が利用してい

ると回答していて、そこら辺も少し差があり、児童の捉えみたいな

ところが少し影響しているというところです。 

 それから、平日の家庭学習時間は昨年度よりも中学校３年、小学

校６年共にちょっと下がっているという状況です。 

 最後に、読書好きですが、中学校３年生については昨年度とほぼ

同じ数でして、県、全国ともあまり変わらない数字ですが、小学校

６年生が２０ポイント下がっているのが気にかかるといったことで

ございます。 

 全国学力・学習状況調査の概要の説明です。以上です。 

髙市教育長   ありがとうございました。 

        では、この件につきまして、ご質問、コメント等ございましたら

お願いいたします。 

梅津委員    ９ページのところですけども、平日の家庭学習時間が令和４年よ

りも減っているというところが気になりますし、読書が好きですか

というところも小学生は特に極端に減っているところが気になりま

す。国や県より３ポイント以上マイナスの△が多いところはこうい

うのに通じているのかなとも思ったりします。中学生のマイナスが

多いのは結局中学になっても基礎的なものがしっかりできてなかっ

たりするからかなと思ったりしますので、小学校時代の読書とかそ

ういう家庭学習とかっていう時間を少しでも多く実のあるものにな

っていれば違っていくと思います。今はやっているビリギャルの話

の中に４０も偏差値を上げた人は小学校４年の授業からやり直した

っていうことが載っていましたけども、本当にそういうところがち

ゃんとできてればだんだんと中学校に進んでも勉強も楽しい方向に

向かうのかなと思いました。マイナスが多いのがとても気になりま

すし、そういうところをどのように改善すべきなのかなと思います。 

杉原参事    読書好きと平均正答率というのは相関関係がかなり強く出ている

ところで、昨年度のところでも非常に相関関係があるということで、
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予算を今年度つけていただいているところでもあります。学びのサ

ポーター、図書館司書の時間数を今年度も少し増やしていただいて

いる状況でもありますので、この状況とかも見ながら、休み時間だ

けではなく授業時間も図書館活動みたいなところも進めていきたい

と考えております。 

 以上です。 

髙市教育長   学習時間とか成績全般に△しかないじゃないかという指摘をいた

だいているのですけど、それに対してはどうですか。 

杉原参事    全国学力・学習状況調査自体が児童・生徒への教育指導の充実や

学習状況の改善というところをうたっているものでありますので、

こういった分析をしっかりして、市内の学校に対して今年度以降国

語、算数・数学、英語の授業がよく分かると答える生徒が増えるよ

うに、授業改善を図りながら結果を求めていきたいなというふうに

考えています。今、校長会とも連携しながら、そういったプロジェ

クトなどを立ち上げて取り組んでいこうと考えているところでござ

います。 

大庭委員    このたびの学力調査ですけども、学習内容は説明がありましたよ

うに調査の内容の中に教科に関する調査ということで、国語、算

数・数学、英語とやっていますけども、要するにこの学習内容を知

っていなければ次のステップに行ったときに大変なことになるよう

な内容とか、それから実際の生活の中で様々な場面で生かせるよう

な知識をこのたびのそういう調査では上げているということで、極

めて重要な内容だと思いました。そういったことを踏まえながら訂

正とか、それから意見を申し上げさせてもらえたらと思っておりま

す。 

 まず、２ページ目に結果の概要というのが１番としてありますけ

ども、この中のまず訂正をお願いしたいと思います。小６の国語、

算数が全ての内容、領域で全国平均、県平均を下回ったとあります

けども、算数については３ページをご覧いただきたいと思いますけ

ども、領域の算数ですけども、島根県と益田市は４３で、同じです

から下回ってはいませんので、あそこの概略のところは訂正をして

もらえたらいいと思います。 

 それから、これは確認ですけども、中学３年生の数学のところで

す。これも、下の枠組みで無回答が多かった設問とその無回答率と

全国との差という欄がありますけども、同じ内容が２つ続けて載っ

ています。ただし、ポイントの数値が違うのですけども、これはど

ういったことなのかということをまた後でお聞きしたいなと思いま

す。 
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 それから、１か所ですけど、字の間違いがありますので、４ペー

ジの中学３年生の国語ですけども、下の表の左側ですけども、特に

課題が見られた設問と正答率全国差という中のところですけども、

あれの真ん中辺り、「レポートの下書きの一部について、分の一部」

とありますけども、この分は文章の文じゃないかと思うのですけど

も、また訂正のほうをお願いしたいなと思います。 

 それでは、気がついたことを申し上げさせてもらいたいと思いま

す。 

 まず、中学３年生の国語ですけども、これは無解答が多かった設

問とその無回答率と全国との差という欄がありますけども、あそこ

の一番下、「現代語で書かれた竹取物語のどこがどのように工夫され

ているかについて、古典と比較して書く」これが２８ポイントって

あるのですけども、多分これは全員見た中の２７％ということです

か、２８ポイントいうのは。 

杉原参事    そうです。 

大庭委員    そうなると、数でいうと多分これは約１０２人になると思います。

かなりの数が無回答っていうことになっておりますので、これは大

変なことだなと思いました。つまり、自分の思ったこととか考えた

ことを自分の言葉で要領よく的確に表現する、そのような国語の力

が不足しているのだと思います。まさに総合的な国語力が必要な問

題だったのではないかと思います。 

 もちろんこれは小学校６年生も同じでして、やはり２ページの無

回答の欄がありますけども、ここでも１４ポイントほどの子供が、

人数的には多分５０人ぐらいの無回答なのかと思いますけども、や

はりそういう読解力を基に表現力も必要となって総合的な力が試さ

れる、そういう国語の力の重要な部分が大きな課題になっているこ

とが見受けられます。先ほどからありますけども、本を読むのが嫌

いとか、そういったことは相関関係として考えられるかと思います。

自分が理解したことを頭の中でしっかり咀嚼し、そしてそれを基に

自分の考えを具体的に文字で表現する、これってすごい力なんです。

国語だけではなくて、理科も数学も社会も全ての教科でそれをしな

ければいけない、そういう力だと思うんです。その部分がすごく欠

落しているってことは、やはりこれから授業の在り方を考えていく

上で大事にしてほしい部分でありますので、ご指摘をさせていただ

きました。 

 それらを踏まえ、中学３年生の英語ですけども、これもやはり無

回答が多かった設問とその無回答率と全国との差という欄のとこで

すけども、上から見ていきまして４２ポイントというところ、約１
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５３人、３４ポイントというと１２４人、３６ポイントが１３１人、

それから１８ポイントで６６人ということで、調査を受けた子供の

全体人数からするとかなりの割合の子が１００人を超して無回答だ

ったということが見受けられます。この現実をこれから厳しく捉え

て、英語の教育にどう取り入れるかということをやっていくことが

すごく重要じゃないかなと思います。特に英語の問題もやっぱり国

語に通ずるところがありまして、自分の考えを文章で記述する、そ

れがやっぱり英語の問題でもできないといけないと思うので、この

分析結果を大事にしていただいて、授業改善を図っていっていただ

けたらいいのではないかと思っております。 

 それから、質問紙のほうですけども、やっぱり小学校６年生は少

し自己肯定感が課題かなということをこの結果から感じました。 

 それからあと、これは８ページですけども、国語の授業がよく分

かるという、そういう質問紙がありましたけども、これについては

小６も中３も共に授業改善が必要だと思いますが、特に小６のほう

は大いに必要かなということを思いました。 

 それと、算数・数学の授業内容がよく分かるという質問がありま

すけども、これについては特に中学３年生ですけども、このアンケ

ートでは７５％と非常に高い結果が出ていますけども、このアンケ

ートの結果が今回の学力調査と比べたときに少し乖離があるかなと

いう部分があります。それはなぜなのだろうなということを疑問に

思いました。 

 それから、英語の授業がよく分かるというアンケートの内容があ

りますけども、これは先ほど申し上げましたけども、授業改善、こ

れを大いに図っていくということをしていただきたいなということ

をこのアンケート結果から感じました。 

 最後になりますけども、９ページのほう、ＩＣＴ機器はどの程度

活用したかというアンケートがありますが、中学３年生のほうは大

いに改善されているなと思いましたが、これをしっかり学力の向上

に反映したいなと感じました。 

 そして、平日の家庭学習時間、これにつきましては先ほどから梅

津委員さんからの指摘もありましたけども、やはり学力と家庭学習

は相関性があるということで、これはこれまでも課題でしたけども、

今後もこれは大いなる課題だなというふうに思いました。 

 それから、繰り返しになりますけども、読書は好きですかという

アンケート結果が出ていますけども、特に６年生につきましては読

書に対する嫌悪、こういった部分が学力との相関性を十分に感じる

ことができました。 
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 以上です。 

杉原参事    ご指摘ありがとうございます。修正が必要な２ページの算数に関

する結果の概要の記述、それから４ページの「レポートの下書きの

一部について、分の一部」というところは修正をさせていただきた

いと思います。 

        それから、ご指摘がございました中学校３年生の数学の上の２つ

目の無回答率が高い文章が同じということですが、同じような問題

で３の倍数を求めるものがございまして、どちらが３でどちらが４

だったかということが今分かりませんが、３の倍数と４の倍数とい

う別々の問題ですので、修正をしたいと思います。 

大庭委員    分かりました。 

髙市教育長   ほかの指摘に対してはどうでしょうか。 

大庭委員    例えば英語なんかは指摘しましたように、無回答があまりにも多

いのですけど、全体的にどのように感じておられるのでしょうか。 

杉原参事    無回答率が非常に高いのは気になるかなと思います。特に英語に

関しては記述の問題の無回答率が高く、これは国語とか算数・数学

でも同じようなことが言えて、自分の考えを書いたりするところが

課題になっているように思います。先ほどもおっしゃいましたが、

国語、算数、英語だけじゃなくて、これに関してはいろんな教科の

中でもこういった力というのは非常に必要になってくるというとこ

ろで、教科に限らず全校体制で、全教科でこういった力を伸ばすと

いうところを授業改善というところで図っていきたいなと思ってお

ります。 

髙市教育長   質問用紙に対するコメントもいただいていたと思います。 

杉原参事    はい。それは授業がよく分かるというところは授業改善というと

ころで改善を図っていって、こういった数値のほうに反映をしてい

きたいなと思っております。学校の授業時間以外の家庭学習の時間

について、これも毎年のように課題になっているところでございま

す。今の市教委のほうが家庭学習と授業時間の交換っていうところ

を各学校に伝えているところで、家庭学習したことを次の授業に生

し、授業で培ったことがまたさらに家庭学習につながり、それがま

た自身の学習につながるといった家庭学習を広めていくという方法

で、学校訪問等で指導しているところでございますので、そちらの

ほうを充実させていきたいと思っております。 

        読書好きについては先ほどもございましたが、今予算、それから

学校司書、サポーターさんの実数も増えておりますので、しっかり

活動して読書好きが増えるように進めてまいりたいと思っておりま

す。 
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        以上です。 

髙市教育長   少し補足をさせていただきますと、今大庭委員からいわゆる家庭

の学習時間とその学力の点、ご指摘をいただいたところでございま

す。こちらはこの分析結果のほうにはお示しはしていないところで

ございますけれども、内部で分析をしているところですと、実は家

庭学習の時間とテストの結果っていうのに有意差が見られていない

というのがここずっと益田市、少なくとも私が在籍している３年間

は分析をしたのですが、大体平日なので一番マックスは多分３時間

以上からです、２時間以上、１時間以上、３０分以上、１０分だっ

たか全くなしぐらいの項目で聞いているのですけれども、その項目

間において基本的に学力に有意な差が見えていないというのが益田

市の状況でございます。今年唯一全く勉強していないという子との

差は有意差としては出てきたのですけど、これも今年が始めての結

果でして、我々の経験則として勉強しなければ学力はあまり上がら

ないと基本的に思っているところですが、当我が市においてはそれ

が成立していない状況ではないかと見られている部分もございます。 

 ただしかしながら、学習時間が短いということはあまり好ましい

ことではないというところで、先ほど室長からもご説明がありまし

たが、一定程度の学習習慣という面から、きちっと家庭で学習して

もらうということっていうのは、昨年度以降ずっと働きかけをして

きているという状況でございます。 

原田委員    昨年度より前、ここ数年ずっとそういう県や全国よりも低いとい

う状況が続いているかと思うのですけれども、昨年度の結果を踏ま

えて今回の調査までに具体的にどのような対策をされていたのか、

教えていただけますでしょうか。 

杉原参事    昨年度の取組に関しては、全国学力・学習状況調査、それから島

根県の学力調査だけじゃなくて、益田市独自の定着度調査というの

を５月に行っておりまして、その定着度調査の結果からＰＤＣＡサ

イクルを回すという取組をしております。昨年度は定着度調査では、

個人の学習の昨年度から今年度の結果の比較をして、伸びていると

いうところに着目するテストでございまして、それで学級全体に伸

びを見せた教員の授業を公開して、市内の教諭に見ていただきまし

て、その授業内容について考える機会を設けております。あと家庭

学習に関しては小野地区、それから中西地区において小・中で連携

をして家庭学習への取組を行っておりまして、その取組を紹介して

市内の全域に広げようというところで昨年度は取り組んだところで

す。 

原田委員    家庭学習の面と授業の改善の面でこの１年対策されてきたという
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ことですけれども、このプロジェクトチームを立ち上げられるに当

たって、この調査結果でも先ほどからおっしゃっているように自分

の意見をある条件の下で述べるのが苦手、自分の意見を言葉にする

のが苦手という明確な課題が見えているのであれば、授業の改善は

もちろんですけど、必然的にそういう方面を改善するように進めて

いくべきだと思います。ただ授業の中だけでやると教員の方の負担

っていうのは必然的に増えると思うので、朝の会ですとか終わりの

会で自分の意見を述べる機会を毎日１人ずつ設けるなど、授業以外

でもそういう場面をつくるように取り組んでいただきたいなってい

うのが１つと、あと本を読むっていうのが、必然的に本を読まない

といけない機会が、１つ夏休みの課題である読書感想文ではないか

なと思うのですけれども、ここ数年読書感想文の課題が小学校でな

くなってきている頻度が高いとすごく感じていて、学校の状況もあ

るかと思うのですけども、どうしても自分で本を読んで書かないと

いけない状況をつくるのも一つの手ではないかなと思います。 

 ざっくりとした対策を打つっていうのもいいのですけど、具体的

にピンポイントでこれをやる、検証してみるっていうことをもう少

し取り組んでいただけたらと感じます。 

杉原参事    授業改善に関しましては、先ほど原田委員がおっしゃっておられ

たとおりで、今学習の中で例えばある特定の子が自分の考えを述べ

るっていうシーンは結構いろんな学校で見られているのですけども、

各学級の児童・生徒全員が自分の考えを持って、その考えを表明し

て、他の友達とも意見を交流して自分の意見をもう一回推考してみ

たり、考え直してみたりという授業が少ないと感じています。言っ

たように、ある特定の子が発表をして全体で聞くというようなとこ

ろが見られるので、やはり１つの授業の中で必ず３０人なら３０人

全員が自分の意見を、中にはペアの学習やグループ学習をうまく授

業の中に組み込んで表現するというようなところは必要かなと思っ

ております。授業の中ではそういったところで自分の考えを述べる

機会を増やしていこうと思っております。 

 それで、ご指摘されたとおり朝の会や掃除の反省会で、いろんな

場面で自分の言葉として感想や考えみたいなことを述べる機会もご

ざいますので、そういったところを活用していきたいと考えていま

す。 

 読書感想文に関しては、今各学校のほうで働き方改革を進めてい

るところもあって、夏季休業明けの読書感想文の添削に大変時間が

かかるので、各学校で読書感想文の課題が必須といったものではな

くなっているという現状がどうもあるようです。ですが、先ほど言
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われたように子どもたちに読書好きになってほしいというところも

ありますし、本を読んで自分の考えを持ち、それを文字で表すこと

はとても必要な経験と思っております。国語の教科の内容にそうい

った単元もございますので、読書感想文で夏季休業中の取組もいい

かもしれませんが、そういった日頃の授業のところでも改善ができ

るように努めていこうと思っております。 

齋藤委員    説明をいただきました。言わば単純集計で国と県との乖離を上げ

ているのですが、この調査そのもの自体っていうのはやっぱり原因

を追求していかなきゃいけないと思います。要因は何なのかってい

うところをまずキャッチしないと、ただここに上げてあるような単

純集計で単純に上がった、下がったっていう話だけでは不十分だと

思います。それが１点です。 

 それからもう一つは、地域性みたいなものに違いがあるのかどう

か、学校差があるのかどうか、そこが気にかかります。 

 それから、３つ目に上げるとすれば、ここで教育委員会としては

何をここでキャッチしているのか、課題は何だったっていうことを

しっかり掴んでいなければならないと思うのです。そのためにその

原因や背景は何なのかっていうことをもう少し細かく、短時間で測

るのは難しいにしても、せっかく調査結果があるわけですから、そ

れから、意見、原因をしっかりピックアップして、方向性をどう具

体化していく必要があると思います。 

例えば教師を対象にするのか、校長だけなのか、あるいは親御さ

んたちをどうするのか、その辺がよく分からないのに手が打てない

と思います。その他、県の調査もあり、国の調査もあります。これ

だけ調査をやっていながら、それが生かされていないっていう現状

では、大変もったいないと感じます。もう少し原因をしっかりキャ

ッチして、教育行政としての益田市の方向性をここに出してほしい

です。間違いであるかないかは別として、こういう原因があるから

これをこういう風に改善していきたいという方向性がないと、ただ

単純集計でポイントだけ示されたとしても、議論の対象には入りに

くいように思います。それが全体的なものとして指摘させていただ

きます。 

杉原参事    先ほども授業改善という話もありましたけども、調査結果を再度

吟味し相関関係を見て、対応をまた改めて教育委員会のほうで報告

させていただきたいと思います。 

齋藤委員    ただ、調査は４月にやっていて、もう半年過ぎているわけです。

やはり来年度に向けて手を打とうとしても、間もなく予算も考えな

きゃいけない時期に入ってくるときですから、分析するのはもっと
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早くして、早めに手を打てるとよいと思います。 

杉原参事    先ほどもございましたが、益田市のほうが益田市の定着度調査と

いうものでＰＤＣＡサイクルを回すということに今取り組んでいる

ところでございますが、益田市の調査のほうの結果が返ってくるの

が遅く、９月２５日に教育委員会に届くということでございまして、

若干そこら辺で対応が遅れてしまうというところがあります。ただ、

全国学力・学習状況調査の結果はもう出ておりますので、早めの対

応を打つのは考えていきたいと、また授業改善、取組等を進めてい

きたいと思っております。 

髙市教育長   全国学テが確か７月末ぐらいに結果が返ってきたと思います。な

るべく結果だけはまず早くお知らせをするという形です。昨年度も

そうでしたけれども、全国学力・学習状況調査の結果は、また定着

度調査の結果も踏まえて、もう少し深掘りした分析を踏まえてどう

いうふうに今後進めていくか、昨年度もお示しをしているところで

ございます。今年も同様にこの結果を定着度調査の結果も踏まえて、

今後の改善策、また今年度から対応すべきところをまたまとめて整

理した上で委員の皆様にお示しをし、また議論いただければと考え

ているところです。 

齋藤委員    これは学校差って見られるのですか。 

髙市教育長   そこについては、文部科学省のほうからも学校間の差というのは

出すなと言われているところもあり、そのことについては表の場で

は発言は控えさせていただきたいと思います。 

齋藤委員    いや、そりゃ承知しているのですけど、要因を調べるのは教育委

員会にはできると思いますので、そこらを見てどこがどうっていう

話ではなくて、この学校の特徴はこういう感じだからマイナスが少

ないとか、プラスに上がっているとか、そこのバックグラウンドを

見たいと思います。全体を最大公約数的に上げてみたところで、教

育行政として手が打てるかどうかというと少し疑問に感じます。 

髙市教育長   そういう意味では、教育委員会のほうでは学校ごとのデータって

いうのを持っているところでございます。内部では学校ごとに分析

をしているのは事実ございます。教育委員会としてもそれぞれの学

校の違いを把握するとともに、各学校に学校のデータも返却をされ

ているところでございますので、各校長のリーダーシップの下、自

校についても分析をし、改善すべきところっていうのを適切に判断

し、対応いただくということで考えているところでございます。 

梅津委員    ９ページです。ＩＣＴの活用の充実というところで、中３のとこ

ろが令和４年よりか極端に令和５年は３２ポイント高くなっている

のですが、その原因として何かの働きかけがあってのことなのか、
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それか先生方の自主的なものなのか、聞いてみたいなと思いました。 

杉原参事    益田市教育委員会としましては、新しい学びの推進協議会という

ものを毎年行っておりまして、これはＩＣＴ、タブレット端末を１

人１台ということになってきていますので、その活用を進めましょ

うということで、東京学芸大学の森本教授を招いて、年に何回か研

修を行い、今の夏季休業明けには各校が１回ずつ公開授業としてそ

れについて研究協議を行っておりますので、そういったところの取

組が少しずつ広がって活用につながっているかと考えております。

今年度は東陽中学校と鎌手小学校、匹見小・中学校が推進校という

ことで特に取り組んでいて、それを市内の全小中学校に発信すると

いう形で取り入れており、そういった効果が少し出ていると考えて

います。 

大庭委員    少子・高齢化ということで、特に少子化です。高校受験の時に最

近は推薦も選べるし、それから全体の生徒数が減っていますから、

もちろん倍率も低いし、１倍を切る、そういったことも非常にケー

スとして多くなっています。そういった中で、中３ぐらいになりま

すと進路でそわそわするような１年間になり、そのそわそわ感を解

決するためには勉強して自分が希望する高校に入らなければという

ような意識がすごく強かったように思うのですけども、例えばかつ

て子供が多かった時代と比べたら、今は別に対して勉強しなくても

入れるだろうという意識が強くなっているのではないかと思います。

そういったところも今の学力との関わりの中で気になるとこなんで

すけども、その辺の状況について、杉原参事は、どのようにお考え

なのかお聞きしたいです。 

        それから、なぜこんな勉強をしなければならないのかというとこ

ろです。小学生にしても中学生にしても、源氏物語を知らなくても

飯は食っていけるじゃないかというようなことを思う子も中にはい

ると思います。学校へ行って勉強をするということに対する必要性

について、学校現場としての対応がここ最近どうなっているのか、

それの状況がもし分かれば教えていただけませんでしょうか。 

杉原参事    高校入試とか高校の定員みたいなところは益田市教育委員会とし

てどうこうとかっていうところではございませんが、市内の一学年

の子供の人数と、いわゆる各高校の定員数を見てみると、やはりそ

んなに競争しなくても入学ができるという状況は少なからずあると

思っております。近隣の津和野や吉賀にも広げると、さらにそうい

った枠というのは非常に広く設けられていますので、受験に向けて

学習をしようというのは少し以前に比べると、肌感覚ですけども、

下がってきているのではないかなというところは推測できるところ
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でございます。 

        それから、学習に対する興味関心みたいなところですけれども、

高校受験が全てというわけではないですけども、そこにつながると

いう意味では学習に対する意欲みたいなところは年々下がってきて

いるというと思います。先ほども授業改善、授業改善と言っており

ますが、学ぶことの楽しさを実感するのが一番かと思います。そう

いったことが実感できないと、毎日学習に向かえないと思っていま

すので、そういった意味でも授業改善をして今日の授業面白かった

な、楽しかったな、また勉強したいなという意識を高めるようなそ

んな取組を見つけたいと考えております。 

大庭委員    新しい発見があって、そうか、なるほど、分かったっていう、そ

ういう喜びが次のジャンプアップにつながってくるのだと思います。

ですから、学びの根源はそういった新しい発見、自分が今まで知ら

なかったことを知ることによる感動、そういったものが子どもだけ

でなく大人も同じようにあり、それがやっぱり学びに対する取組に

継続的につながっていくものだと思います。 

 先ほど質問したのは、実は例えば高校受験、勉強してとにかくあ

の高校に入るのだという動機がないと、なかなか自分だけでは動機

がないと勉強ができませんよね。必死で勉強して、それによってさ

まざまなことが分かっていき、何か知らないうちに学力がついたと

いうことはあると思います。その学力は結局次のレベルの高校とい

う学習を始めたときに、高校の学習の基盤になって、高校の学習内

容を理解することにつながっていくと思います。ところが、さっき

言ったように別に勉強しなくても人数も１倍を切っているからもう

希望の高校に入れるだろうという安心感を持っている、そういう子

供たちが若干いるのではないかという危惧感もありまして、質問さ

せていただきました。 

 それで、教育長さんが足立区の教育委員会に行かれて、公的塾の

中で１００分間授業を子供たちが、連続で２コマですか、受けてい

らっしゃるとお聞きしました。多分都会には田舎と違って子供も多

いですから、競争の意識がすごく働いていると思います。ですから、

子供がたくさんいるとその中でもまれて、やらなかったら自分の夢

は叶えられないということで必死感があると思うのですね。その辺

も都会と田舎の違いがあるので、何とか子供が少なくても中学校、

あるいは高校、その先、そこまで自分が目を向けて、子供が何か必

死感を持つようなそんな姿を出せるように、教育現場の先生方も時

には語りかけて、世の中っていうのはこういう感じになっていると

か、教員である先生方の経験を踏まえながら語っていただければ、
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学習に対する意欲もまた違ってくるのではないかと思っております

ので、ぜひ自分の経験、そこを子供たちに伝えていただきたいなと

思います。 

 以上です。 

杉原参事    ありがとうございます。各学校での取組が充実していく必要があ

るかなと思っております。 

        それから、益田市教育委員会としまして中高一貫教育に取り組む

ところで、今益田東高校と連携をして、チラシも用意しましたが、

ドリカム塾というのがあって、現在中学生、それから小学生対象に

行っております。中学生は夜間、それから土曜日に益田東高校で英

語、数学いう取組をしておりますので、そういったところを活用し

ながら学習に向かう力といいますか、そういったところも育ててい

きたいなと考えております。 

髙市教育長   今回なかなか衝撃的な結果だというところですけれども、ある意

味学習指導要領等で求められている力っていうのは、昔から大きく

は変わってないのですけれども、知識、技能、思考力、判断力、表

現力、あとは学びに向かう力、人間性と、この３つの柱がいわゆる

学力につながっていく、学校教育において育成をしないといけない

力であると整理をしているところでございます。 

        そういう意味では、特に今回室長からも報告ございましたとおり、

特に思考力、判断力、表現力をどうやって表現をしていくのかって

いうところ、これは以前から益田市に限らず全国的に弱いところと

言われているところでございますけれども、今回こういう形できち

っと評価をされ結果が出てきているという現状でございます。そう

いったところを踏まえ、学校での授業改善っていうのを不断に進め

ていくというところで教育委員会としても各学校に指導、支援をし

ていきたいと考えております。 

 また、対応策につきましては、先ほども申し上げたとおり、また

改めて整理をしたところでご報告をさせていただきたいと考えてお

ります。 

それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝ 
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高市教育長   それでは、以上をもちまして定例会を終わります。 

次回は１０月３１日に定例教育委員会を開催いたします。よろし

くお願いいたします。それでは以上で定例教育委員会を終了いたし

ます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝終了時間 １６時３０分＝ 


